走 (はし)れメロス
太宰治

沈 (しず)み始 (はじ)めた赤 (あか)い日 (ひ)が、木 (こ)の葉 (は)を赤 (あか)く光 (ひか)らせている。
――日 (ひ)が全部 (ぜんぶ)沈 (しず)むまで、まだ少 (すこ)し時間 (じかん)がある。私 (わたし)を待 (ま)っている人 (ひと)がいるのだ。私 (わたし)を信 (しん)じて待 (ま)っている人 (ひと)がいるのだ。私 (わたし)は信 (しん)じられている。私 (わたし)を信 (しん)じてくれる人 (ひと)のために、私 (わたし)がやることはただ一 (ひと)つ、走 (はし)ることだ。走 (はし)れ！メロス――

――さっき、もう走 (はし)るのはやめようと思 (おも)ったが、あれは悪 (わる)い夢 (ゆめ)だ。忘 (わす)れてしまえ。疲 (つか)れているときは、あんな悪 (わる)い夢 (ゆめ)を見 (み)ることがある。でも、今 (いま)、私 (わたし)は走 (はし)れる。よかった。まだ間 (ま)に合 (あ)う。ああ、日 (ひ)が沈んでいく。待 (ま)ってくれ！――
[bookmark: _GoBack]　道 (みち)を歩 (ある)く人 (ひと)を押 (お)したり倒 (たお)したりして、メロスは黒 (くろ)い風 (かぜ)のように走 (はし)った。
　野原 (のはら)で酒 (さけ)を飲 (の)んでいる人 (ひと)たちの真 (ま)ん中 (なか)を通 (とお)った。
　川 (かわ)を飛 (と)んで渡 (わた)って、少 (すこ)しずつ沈 (しず)んでいく日 (ひ)の十倍 (じゅうばい)も速 (はや)く走 (はし)った。

　歩 (ある)いている人々 (ひとびと)のそばを通 (とお)ったとき、こんな会話 (かいわ)が聞 (き)こえてきた。
　「今頃 (いまごろ)あの男 (おとこ)、死刑 (しけい)になっているよ」
　――ああ、その男 (おとこ)、その男 (おとこ)のために今 (いま)、私 (わたし)は走 (はし)っている。その男 (おとこ)を死 (し)なせてはいけない。急 (いそ)げ、メロス。遅 (おく)れてはいけない――
　メロスは、今 (いま)はほとんど何 (なに)も着 (き)ていなかった。苦 (くる)しくて息 (いき)もできない。口 (くち)から血 (ち)が出 (で)た。
　――あ、シラクスの町 (まち)だ！遠 (とお)くに小 (ちい)さく、シラクスの町 (まち)が見 (み)える！――

 「ああ、メロス様 (さま)」
　声 (こえ)が聞 (き)こえた。
　「だれだ！」
　メロスは走 (はし)りながら言 (い)った。
　「もう、だめです。走 (はし)るのはやめてください。もうセリヌンティウス様 (さま)を助 (たす)けることはできません」
　「いや、まだ日は沈 (しず)んでいない」
　「あの方 (かた)はちょうど今 (いま)、死刑 (しけい)になるところです。ああ、あなたは遅 (おそ)かった。あなたが、もうちょっと早 (はや)かったら、死刑 (しけい)にならなかったのに！」
　「いや、まだ間 (ま)に合 (あ)う。まだ日 (ひ)は沈 (しず)んでいない！」
　走 (はし)るしかない。
　メロスは赤 (あか)く大 (おお)きい日 (ひ)を見 (み)ながら走 (はし)り続 (つづ)けた。


